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Abstract
Teaching methods to improve the quality of lessons in a commerce course was investigated. A study 
was conducted in which a teacher in charge of teacher training, and a teacher in commerce studies 
cooperated to provide pre-guidance for a teaching practicum. The two teachers gave guidance on trial 
lessons conducted by commerce course student. Changes in evaluating items of the trial lesson resulting 
from guidance, as well as the content of guidance were examined. The results indicated that practical 
skills of students improved through guidance. Furthermore, there were differences in the quality of 
guidance between the two teachers. The teacher in charge of teacher training focused on attitudes as a 
teacher, and how to ask questions, whereas the teacher of commerce studies focused on understanding 
technical concepts. It is suggested that cooperation between the two types of teachers is necessary.
九 共 大 紀 要
第5巻　第2号
２０１５年３月





























































































































結 果，「 魅 力 的 な 導 入 に な っ て い る か（F（1,14）








平均値 標準偏差 平均値 標準偏差
１．魅力的な導入になっているか 3.00 0.93 4.00 0.76 5.60 ＊
２．生活世界との関連付けができているか 4.25 0.46 4.62 0.52 2.33
３．目標を明確に示したか 3.38 1.06 4.50 0.53 7.18
４．評価基準を明確に示したか 2.62 0.74 3.62 0.92 5.74 ＊
＊
５．手順を明確に示したか 3.50 0.93 3.88 0.64 0.89
６．言語表現は適切か 3.88 0.64 3.88 0.64 0.00
７．板書表現は適切か 3.50 0.53 3.38 0.64 1.62
８．生徒との交流はできているか 3.62 1.06 3.38 1.30 0.18
９．個別的配慮をおこなっているか 3.25 0.89 3.88 0.64 2.61
１０．熱意は感じられるか 4.25 0.71 4.38 0.52 0.16
１１．教師としてふさわしい身だしなみであるか 4.62 0.52 4.62 0.52 0.00
１２．教師としてふさわしい「ふるまい」であるか 4.25 0.89 4.38 0.52 0.12
*p <.05
F値

































































































































ッ セ 教 育 総 合 研 究 所 公 表『 高 校 デ ー タ ブ ッ ク　
２０１３』「第２章　高校生の学習と日常生活　①－
①　高校生の家庭での学習時間」によれば，学力中上
位（偏差値５０以上５５未満）の高校生の学習時間が
大幅に減少しており，学力中下位（偏差値４５以上
５０未満）の高校生の学習時間と同水準になっている
という．つまり，授業で取り扱う内容は多様で細分化
しているにも関わらず，学習時間は減少しているとい
う状況がある．以上を踏まえると，授業を行う上でも，
授業時間をより効率的に使用し，授業内容をより効果
的に理解させる工夫が必要である．
　本研究では，教職担当教員と商業科専門教員が連携
し，学生の模擬授業を行った．その結果，教職担当教
員と教科専門教員が相互に連携しながら学生指導を行
うことにより，学生の授業力が向上することが示され
た．さらに，教職担当教員と教科専門教員の学生指導
における着眼点の差異についても明らかにされた．具
体的には，教職担当教員は授業力として教師としての
振る舞いや発問の仕方，指導技術に重点をおいて指導
を行っていることに対し，商業科専門教員は上記のよ
うな商業科を取り巻く背景から会計や簿記原理の理解
とその説明の仕方に重点をおいた指導を行っていた．
双方とも学生の実践力を伸ばすためには必要な指導で
ある．即ち，教員養成課程における学生指導において
は，教職担当教員と教科専門教員が有機的に連携する
ことが極めて重要である．
　今後さらに実践的指導力を養っていくための課題と
して，①模擬授業の際に使用する評価項目について教
科の視点を反映すること，②１年次から教職及び教科
に関する科目がバランスよく体系的に学習できるカリ
キュラムの検討などなどが挙げられる．これからも学
生のニーズをくみ取りながら，授業及びカリキュラム
の改善を行っていきたい．学生の授業力を育成する試
みは継続的な取り組みが必須である．今後さらに教科・
教職担当教員が共に授業観察，検討会を行うことによ
り有効性が高まるものと思われる．これについては，
継続的に行っていきたい．
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